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日本の吹奏楽におけるポピュラー音楽の導入
― Band Journal 誌の内容分析から ―
Japanese Concert Bands and Popular Music As Their Repertoire 











　A content analysis of a Japanese magazine was performed for the purpose of proving the 
following 2 hypotheses. 1) After 1970’s, pop music was added to the repertoire in wind music. 
2) After that, repertoire of pop music kept on increasing. The results indicated that the former 
was proved, however the latter wasn’t. Another ﬁ nding was that classical music repertoire 
has increased remarkably after 2000’s. As a conclusion, the reason for this increase may be the 
strategy to achieve good results in the contests of wind music.
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はじめに
　2016 年秋、スウェーデン・アカデミーは、アメリカのフォークおよびロック音楽のアーティ








えば New York Times には「ロック時代の桂冠詩人であるディランが、今回の受賞によって、
T.S. エリオットやサミュエル・ベケットらの仲間となるところまで登りつめた」という一文を含
む記事が掲載されている。（New York Times 2016）当該記事の見出しは「文学の境界の再定義 
Redeﬁ ning Boundaries of Literature」というものであり、とくに何らかの価値観の反映ではない。
だが、本文中の表現に「一段下」的なニュアンスを読みとることは可能である。
　同時に、「high art と more commercial creative forms とのギャップが小さなもの」になって
おり、また「high and low art という古い分類が、長きにわたって崩れてきている」とアカデミー
側が認識していることが、授賞の背景にあるだろうとも記している。そうした表現もまた、「high 
and low art」という区分が依然として機能していることを示すものである。
　このような文化・芸術に関する区分法は、社会科学においては「高級文化 high culture - 民
俗文化 folk culture」という対比として表現され、さらに、近・現代にいたっての「大衆社会 






























　ちなみに、一般社団法人日本吹奏楽連盟に所属する団体は 14241 団体（2014 年現在）であり、
参加者は 100 万人ともいわれている。（日本吹奏楽連盟 2016 a）　また、全日本合唱連盟に所属







































　同コンクールは、1940/ 昭和 15 年に「集団音楽大競演会」として開始された。だが、1942/ 昭
和 17 年の大会を最後に、戦争の激化と終戦後の混乱のために休止となる。復活したのは 14 年後
の、1956/ 昭和 31 年の第 4回大会からである。この伝統を誇る大会に関する話題・情報は、多
くの吹奏楽団員が待ち望むものといってよい。そして、そうしたニーズに対する、ほぼ唯一の吹
奏楽専門誌といってよい Band Journal 誌の対応が、上述のような記事掲載の間隔となっている
わけである。
　さて、同大会の第 1回から今日にいたるまで、毎回、複数の課題曲が与えられている。だが、
第 1回から平成 29 年の 2017 年度大会までの課題曲を確認しても、邦楽・洋楽を問わずポピュラー
















　　　* 講座は、同年 12 月号まで 3回連続の企画記事となっている。














クロエ」、3位が R. シュトラウスの「楽劇 サロメ」、以下、30 位までのうち 29 曲がクラシック











　　　昭和 50 年度 第 23 回大会
　　　　ポップス・オーバーチュア「未来への展開」（中学校部門）
　　　　吹奏楽のための「シンフォニック・ポップスへの指標」（高・大・職場一般部門）
　　　昭和 51 年度 第 24 回大会
　　　　ポップス描写曲「メインストリートで」（全部門共通）
　　　昭和 53 年度 第 26 回大会
　　　　ポップス変奏曲「かぞえうた」（全部門共通）
　　　平成元年度 第 37 回大会
　　　　ポップス・マーチ「すてきな日々」（全部門共通）
　　注：昭和 52 年第 25 回大会課題曲は「ディスコ・キッド」といい、ポピュラー音楽志向の強い楽曲といえる。




































　本項では、Band Journal 誌の創刊号から最新号（2016 年 12 月号）までの付録楽譜の内容につ
いて確認していく。本論は仮説探索的なものであるが、概ね、以下のような目的および仮説にも























　創刊号から 2016 年 12 月号までの付録に採択された楽曲は 792 曲であった。（うち、1曲分は
非楽譜）
　1962 年までは 1号に数曲の楽譜がついている場合があったが、1963 年以降は 1号につき 1曲
採択が基本となっている。（メドレー曲は 1曲としてカウントした）　また、初期には一般的な楽
曲ではなく、練習曲が掲載されることもあった。たとえば、1959 年 10 月号（創刊号）には、2
曲の楽譜とともに「音階練習」「和音練習」の 2種の楽譜がついている。なお、練習曲は 1961 年















　たとえば、1968 年 10 月号には「聖者の行進」が付録となっているが、その扱いは「アメリカ民謡」








　その結果は表 3のとおりである。なお、年代の区切りは「1990 年代＝ 1991 年 -2000 年」とした。





楽系楽曲が 251 曲（31.7％）で最も多く、以下、クラシック系楽曲が 241 曲（30.4％）、吹奏楽曲（外国・







表 3　Band Journal 誌付録楽譜における音楽ジャンル
59-70 年 71-80 年 81-90 年 91-00 年 01-10 年 11-16 年 合計
　1） 吹奏楽 a 24 1 7 0 12 4 48
　2） 吹奏楽 b 44 7 8 12 30 10 111
　3） クラシック音楽 37 37 36 30 60 41 241
　4） ポピュラー音楽 22 70 66 59 22 12 251
　5） その他（民謡など） 81 19 1 18 3 9 131
　6） 分類不能 2 2 2 4 － － 10
合計 210 136 120 123 127 76 792







　次に、ポピュラー音楽系楽曲の採択動向をみてみると、1959 年から 1970 年の約 12 年間で 22
曲が採択されている。この時代の同誌では、複数楽曲が付録楽譜に採択されていることも多い。
そのことから考えると、22 曲という曲数は必ずしも多いとはいえないだろう。ところが、1970











ラシック優位の時代であり、続く 1970 年代から 90 年代までは明確にポピュラー音楽系楽曲の時
代であったことがわかる。それが、2000 年代に入ると大きく様変わりする。2001 年から 2010 年
の間、吹奏楽・クラシック音楽系楽曲があわせて 102 曲採択されているのに対し、ポピュラー音








　図 1からわかるとおり、1990 年代半ばから 20 タイトル以上のミリオンセラーが生まれており、

























































表 4　Band Journal 誌付録楽譜におけるポピュラー音楽系楽曲のジャンル
59-70 年 71-80 年 81-90 年 91-00 年 01-10 年 11-16 年 合計
 1） 歌謡曲 8 14 7 4 1 － 34
 2） J-Pop － 3 14 11 1 1 30
 3） 英米ポップ 1 19 6 2 － － 28
 4） ジャズ 2 － 6 2 － － 10
 5） フォーク・民謡 2 6 2 2 － － 12
 6） オールディーズ 3 2 2 － － 1 8
 7） イージーリスニング 1 4 － 1 － － 6
 8） TV番組テーマ曲（日本） 1 4 8 31 10 7 61
 9） 映画テーマ曲（日本） － 1 3 － 1 1 6
10） アニメテーマ曲（日本） － 4 8 2 5 1 20
11） TV番組テーマ曲（外国） 1 － 1 － 1 － 3
12） 映画テーマ曲（外国） 2 12 8 － 1 － 23
13） ノベルティ 1 1 － 3 － － 5
14） その他 － － 1 2 1 1 5










1 そうした動向を受け、レコード会社の EMIジャパンは、ポピュラー音楽楽曲のみからなる吹奏楽 CDを企
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